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エコパークPR用ラッピングバス運行開始
映画「エクレール お菓子放浪記」綾町上映決定!!　
「綾町廃棄物の減量及び
適正処理に関する条例」について　他
所得税・住民税申告受付について
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照 葉 樹 林 と 共 に 生 き る ま ち “ 綾 ”
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今月の表紙

「成人式」
編集後記

総数：7,286人（－17）／世帯数：2,888戸（－5）
男：3,411人（－4）／女：3,875人（－13）
［転入13人、転出25人、出生4人、死亡9人］

綾町は日本で最も美しい村連合に加盟しています。
また、平成24年7月11日に、ユネスコ エコパークに登録されました。

※（　）は前月比、現住人口調査平成25年1月1日現在

　最近、ますます寒さが厳しくなってきており、つい、室内にこもりき
りになってしまいがちです。先日、子ども駅伝大会を取材した際は、完
全防寒の大人に対し、子どもたちは体操服姿で元気にコースを駆け抜
けていました。さすが綾っ子（きっと、おいしい空気の中で、おいしい水
を飲んで、おいしい野菜を食べて育っているからこんなに元気なんだ
ろう…）！！
　私も、そんな元気な綾っ子たちの姿を見てパワーを分けてもらった
感じがしました。（担当：鶴田）

1月3日に開催された成人式
の様子。成人者たちは、一人
ひとり前田町長から成人証書
を受けとっていた。
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綾町の
人口

「フラワー・オブ・ザ・イヤー2012」切り花最優秀賞

“ラナンキュラス”に魅せられた
23年間の努力が花開く

話題のひと・ものを紹介

　綾町の錦原台地で“綾園芸”を営む草野修一さん（揚町地区）
が育種した「ラナンキュラス『ラックス・アリアドネ』」が昨年
12月に開催された、１年で最も話題性のある「花」を決める
ジャパンフラワーセレクションで「フラワー・オブ・ザ・イヤー
2012」に選ばれた。この花の名はギリシャ神話にちなんで
ネーミングされており、花弁がエナメルのように美しく光り
輝き、既存品種にない斬新さが評価された。
　草野さんは綾町でラナンキュラスの栽培を始めて23年に
なり、当初から、「地元の人達や町の支援もあり、神奈川に住ん
でいた時より農業がやりやすい」と思ったという。ラナンキュ
ラスの普及はサカタのタネの花の育種をしていた父の故・総
一さんの悲願。綾町で農場を開いてからは約300品種を育成
し、国内品種シェアは5割以上になる。また、世界でも高く評
価されており、昨年の５月に開催されたオランダの国際園芸
博覧会「フロリアード」では、球根類の３席を受賞している。
　長年オンリーワンの花の栽培に取り組んできた草野さん。
「今後はまだ一般的とは言えないラナンキュラスを日本の風
土に合った自生種とかけ合わせ改良しながら、たくさんの人
たちが楽しめる強い種の栽培にも取り組んでいきたい…そん
なに簡単ではないんですけどね。」と照れながら語った。
　2月末から開催される「綾雛山まつり」期間中には品種見本
園が一般公開される。今年は、ラックスシリーズの花がたくさ
ん見られるとのこと。今後もさらなる活躍を期待したい。
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★「綾園芸」は通常、花の販売は行っておりません。

プロフィール：草野修一（くさの しゅういち）
横浜市生まれ。父親の代から園芸農家を営む。農地の
拡大のため土地を探していた時、綾町の土地と出会
う。1990年に家族で綾町へ移住し現在に至る。

１．花の手入れをおこなう草野さん
２．今回「フラワーオブザイヤー」を受賞した品種
「ラックス・アリアドネ」
３．受賞報告のため役場を訪れた

★広報あや「Aya Style」3月号の配布日（各地区配付担当者への配付日）は、2月26日（火）の予定です。
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２aya style３ aya style

　
１
月
３
日
、綾
町
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、綾
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ

た
。今
年
は
、男
27
人
、女
26
人
、計
53

人
の
新
成
人
が
出
席
し
、新
た
な
決

意
を
胸
に
、大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。

　
こ
の
日
は
、早
朝
か
ら
色
と
り
ど

り
の
振
袖
や
袴
、ス
ー
ツ
姿
の
新
成

人
が
会
場
に
集
い
、再
会
し
た
仲
間

と
の
会
話
を
弾
ま
せ
、カ
メ
ラ
を
手

に
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
式
は
、今
年
も
若
人
協
議
会「
や
ま

び
こ
」の
メ
ン
バ
ー
協
力
の
も
と
行
わ

れ
、各
地
区
の
公
民
館
長
、各
団
体
の

代
表
者
を
は
じ
め
、参
加
者
の
家
族
、

小
中
学
校
の
恩
師
な
ど
も
参
加
し
新

成
人
を
祝
っ
た
。

　
式
は
、町
民
憲
章
の
朗
読
か
ら
は

じ
ま
り
、そ
の
後
、成
人
証
書
の
授
与

が
行
わ
れ
た
。今
年
も
恒
例
と
な
っ

て
い
る
ス
ク
リ
ー
ン
映
像（
授
与
さ

れ
る
本
人
の
写
真
等
）と
と
も
に
証

書
が
渡
さ
れ
、ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、懐

か
し
い
小
中
学
生
の
写
真
や
家
族
と

の
写
真
等
が
映
写
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、前
田
町
長
が「
こ
れ
か
ら

は
、自
ら
が
考
え
、責
任
を
持
っ
て
行

動
範
囲
を
広
げ
、優
れ
た
知
性
を
基

に
創
意
工
夫
さ
れ
、自
己
実
現
に
む

け
て
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま

す
。ま
た
、町
の
発
展
は
、郷
土
愛
に

燃
え
た
若
い
皆
さ
ん
の
双
肩
に
か

平
成
25
年
「
綾
町
成
人
式
」
開
催

❶成人者を代表して答辞を述べる瀬口卓矢
さん（上畑地区）／❷この日、決意新たに成
人となる記念すべき日を迎えた成人者 “そ
の表情は晴れやかだった” ／❸成人者に小
中学生の頃の恩師の先生からお祝いのメッ
セージが贈られた

❹告辞を述べ
た前田穰町長
／❺会場周辺
で久しぶりに
再会した友人
らと記念撮影
を楽しむ成人
者たち

C o m i n g  o f  A g e  C e r e m o n y
成人式終了後、成人者、恩師などとともに記念撮影を行った

か
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
限
り
な
い

可
能
性
に
輝
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
綾
町

の
発
展
に
ご
尽
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」と
告
辞
。昨
年
の
エ
コ

パ
ー
ク
登
録
や
国
際
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
受
賞
な
ど
に
も
触
れ
な
が

ら
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　
そ
の
後
、新
成
人
を
代
表
し
て
、瀬

口
卓
矢
さ
ん（
上
畑
地
区
）が「
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
担
う
者
と
し
て
、厳

し
い
社
会
の
荒
波
の
中
に
あ
っ
て
も

常
に
自
己
を
見
失
わ
ず
、希
望
を
抱

い
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い

き
た
い
」と
誓
い
の
答
辞
を
述
べ
た
。

式
は
終
始
笑
顔
が
溢
れ
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
終
了
し
た
。

　
式
終
了
後
、成
人
者
た
ち
は
、綾
て

る
は
の
森
の
宿
で
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
に
参
加
し
、こ
の
記
念
す
べ
き
日

を
仲
間
た
ち
と
共
に
祝
っ
た
。

　
今
後
、綾
町
で
は
こ
う
い
っ
た
若

者
た
ち
が
、郷
土
愛
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
よ
う
な
、そ
し
て
、将
来
定
住
で

き
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。

I n t e r v i e w

橋浦　史敬さん
宮谷地区

成人式を迎えて
　成人式を迎え、今までより一層、社会的責任や、大人
の仲間入りをしたことを実感しました。また、久しぶり
に友達に会うことができ、みんなそれぞれ努力してい
て、自分もさらに頑張ろうと思いました。

　今まで本当にいろいろ迷惑をかけてきてすいません
でした。これからは、たくさん親孝行していくので、
ずっと健康でいてください。これからもよろしくお願
いします。

両親へのメッセージ

薗田　真希さん
宮原地区

成人式を迎えて
　幼いころ「20歳」とはすごく大人なんだと思っていま
した。しかし、20歳を迎えた今、まだまだ未熟な自分がい
ます。これからは一社会人として強い責任感を持ち、一方
では子供の頃の素直な気持ちを忘れないでいたいです。

　20年間育ててくれてありがとうございます。今まで大
変なこと、辛いことがあっても私を待っててくれる温かい
場所があったから頑張ってこれました。これからもたくさ
ん迷惑をかけると思いますがよろしくお願いします。

両親へのメッセージ

成人式集合写真に
ついて

　成人式の集合写真ができあ
がりました。申し込みされて
いる人は領収書を持って、教
育委員会までお越しくださ
い。
　町外に居住されている人
は、ご家族の方が代理で受け
取りできます。（領収書紛失の
人は下記へご相談ください）

2月1日（金）～2月28日（木）

問い合せ先：
綾町教育委員会　社会教育課

TEL.0985-77-1183

★写真受取期間★
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新
春
恒
例
の
消
防
始
め
式
が
、

１
月
12
日
、
南
川
三
本
松
河
川
敷

で
開
催
さ
れ
、
清
水
道
雄
消
防
団

長
以
下
１
７
０
人
の
団
員
と
消
防

関
係
者
が
、火
災
の
な
い
「
安
全
・

安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
７
時
30
分
か
ら

町
の
中
心
部
を
消
防
団
員
と
消
防

車
輌
が
威
風
堂
々
と
行
進
し
、
町

民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
団
員
ら
は
会
場
入
り

し
、
町
長
・
議
長
な
ど
か
ら
服
装
、

姿
勢
、
規
律
な
ど
の
通
常
点
検
と

機
械
器
具
点
検
を
受
け
た
。
点
検

後
は
、
県
内
で
も
数
少
な
く
な
っ

た
発
水
競
技
が
行
わ
れ
、
伝
統
あ

る
綾
町
消
防
団
ら
し
い
き
び
き
び

と
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
。
競
技

終
了
後
は
、
消
防
車
９
台
に
よ
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
会
場
に
来
て

い
た
多
く
の
町
民
か
ら
歓
声
が
わ

き
あ
が
っ
た
。

　
そ
の
後
、閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。

式
で
は
、
前
田
町
長
（
点
検
長
）

が
「
昨
年
は
町
制
施
行
80
周
年
を

迎
え
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク

の
登
録
な
ど
輝
か
し
い
年
と
な
っ

た
。
今
年
も
こ
の
町
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
日
々
訓
練
に
精
進

し
、
消
防
団
活
動
に
ま
い
進
し
て

ほ
し
い
」
と
訓
示
。
そ
の
後
、
こ

れ
ま
で
長
年
消
防
活
動
に
従
事
し

た
団
員
へ
の
表
彰
状
授
与
や
、
町

の
消
防
団
活
動
へ
貢
献
し
た
町
内

事
業
所
、
団
体
や
初
期
消
火
活
動

に
貢
献
し
た
方
々
に
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。
表
彰
後
は
、
被
表
彰

者
を
代
表
し
て
、
田
中
直
樹
さ
ん

（
第
５
部
部
長
）
が
「
こ
の
栄
誉

に
浴
し
、
感
激
を
新
た
に
消
防
・

防
災
技
術
の
練
磨
に
努
め
、
綾
町

消
防
団
員
と
し
て
、
郷
土
愛
護
の

大
任
を
遂
行
し
、
町
民
の
期
待
に

応
え
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　
消
防
団
は
、
火
災
・
災
害
発
生

時
、
昼
夜
を
問
わ
ず
現
場
に
急
行

し
、
災
害
現
場
の
最
前
線
で
活
動

す
る
。
そ
の
活
動
中
の
冷
静
な
行

動
と
的
確
な
判
断
は
日
頃
の
厳
し

い
訓
練
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
そ
の
訓

練
は
規
律
か
ら
操
法
技
術
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
そ
の
厳
し

い
訓
練
に
よ
り
町
民
の
「
安
全
・

安
心
」
が
守
ら
れ
て
い
る
。

　
最
近
は
、
高
齢
化
に
よ
り
単
身

の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
。

火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
町

民
も
家
庭
で
の
防
火
対
策
を
起
点

に
、
我
が
家
、
そ
し
て
地
域
へ
と

防
火
の
輪
を
広
げ
、
消
防
団
員
と

地
域
が
ひ
と
つ
に
な
り
、「
無
火

災
」
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
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誓い新たに
「安全・安心」を守る勇士たちの
誓い新たに 2013年綾町消防団

活動スタート
写真：
（上）消防団員が中央通りを行進する様子
（右下）発水競技に挑む団員
（左下）発水競技で目標にホースを向ける団員の真剣な眼差し

★会場では綾町赤十字奉仕団による炊きだし訓練も行われ、参加者・見学者
に豚汁などが振るまわれた。

年
頭
に
誓
う
「
無
火
災
」

「
消
防
始
め
式
」
開
催

年
頭
に
誓
う
「
無
火
災
」

「
消
防
始
め
式
」
開
催

競技終了後の一斉放水では観客
から歓声がわきあがっていた。

優　勝

第２位

第３位

第３部

第７部

第５部

南麓

宮原

麓・北麓・久木野々

★消防始め式★

～平成25年度　綾町消防団員募集～

★表彰★

第５部 部　長 田中　直樹

県知事表彰

◆募集資格◆

初期消火 福岡裕二・千紗　様

綾町長感謝状

第３部

第７部

第８部

本　部

部　長

部　長

部　長

部　長

功績章

精績章

〃

〃

落合　優二

長友　正明

児島　洋行

新宮領　政義

県消防協会長表彰

他　団長表彰8人、精勤賞11人　表彰

地域はあなたの
チカラを待っています!!

～町民みなさんへのお願い～

消防団は、その地域に住んでいる人や働いている

人たちによって構成される消防機関です。平素は

一人ひとりがそれぞれの仕事を持ちながら、“自

分たちのまちを、自分たちの手で守りたい”とい

う郷土愛護の精神で、地域の安全・安心を守るた

めに活動している人たちが集まっている消防機

関の一つです。団員は、火災発生時の消火活動、

地震や風水害などの災害発生時の救助・救出活

動、警戒巡視、防災活動など地域住民の生命や財

産を守るために活躍しています。また、女性消防

団員は、火災予防や地域防災などの広報・啓発活

動などを主に消防団各種行事への参加、災害発

生時の後方支援などを行っています。

★綾町消防団では2月3日まで防火夜警を
行っています。まだまだ暖房器具を使用する機
会も多く、空気も乾燥しているので火の取り扱いに

は十分注意してください。

★火災から尊い命を守るためには、いち早く火災に

気づいて避難することが重要です。平成23年から

住宅用火災警報器の設置が義務づけ
られています。「大切な家族の命を守る警報
器」です。まだ設置していない家庭は必ず設置して

ください。

・町内に居住する年齢18歳以上45歳未満の人

◆問い合わせ先◆
詳しくは、お近くの消防団員または

総務税政課消防管財係（TEL.77-1112）まで

お問い合わせください。

内助の功 中武　尚美

県消防協会長感謝状

第一般協力者

団長感謝状
南麓自治公民館　様

（有）高妻造園　様
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新
春
恒
例
の
消
防
始
め
式
が
、

１
月
12
日
、
南
川
三
本
松
河
川
敷

で
開
催
さ
れ
、
清
水
道
雄
消
防
団

長
以
下
１
７
０
人
の
団
員
と
消
防

関
係
者
が
、火
災
の
な
い
「
安
全
・

安
心
」
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
７
時
30
分
か
ら

町
の
中
心
部
を
消
防
団
員
と
消
防

車
輌
が
威
風
堂
々
と
行
進
し
、
町

民
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
団
員
ら
は
会
場
入
り

し
、
町
長
・
議
長
な
ど
か
ら
服
装
、

姿
勢
、
規
律
な
ど
の
通
常
点
検
と

機
械
器
具
点
検
を
受
け
た
。
点
検

後
は
、
県
内
で
も
数
少
な
く
な
っ

た
発
水
競
技
が
行
わ
れ
、
伝
統
あ

る
綾
町
消
防
団
ら
し
い
き
び
き
び

と
し
た
姿
を
見
せ
て
い
た
。
競
技

終
了
後
は
、
消
防
車
９
台
に
よ
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
会
場
に
来
て

い
た
多
く
の
町
民
か
ら
歓
声
が
わ

き
あ
が
っ
た
。

　
そ
の
後
、閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。

式
で
は
、
前
田
町
長
（
点
検
長
）

が
「
昨
年
は
町
制
施
行
80
周
年
を

迎
え
、
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク

の
登
録
な
ど
輝
か
し
い
年
と
な
っ

た
。
今
年
も
こ
の
町
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
日
々
訓
練
に
精
進

し
、
消
防
団
活
動
に
ま
い
進
し
て

ほ
し
い
」
と
訓
示
。
そ
の
後
、
こ

れ
ま
で
長
年
消
防
活
動
に
従
事
し

た
団
員
へ
の
表
彰
状
授
与
や
、
町

の
消
防
団
活
動
へ
貢
献
し
た
町
内

事
業
所
、
団
体
や
初
期
消
火
活
動

に
貢
献
し
た
方
々
に
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。
表
彰
後
は
、
被
表
彰

者
を
代
表
し
て
、
田
中
直
樹
さ
ん

（
第
５
部
部
長
）
が
「
こ
の
栄
誉

に
浴
し
、
感
激
を
新
た
に
消
防
・

防
災
技
術
の
練
磨
に
努
め
、
綾
町

消
防
団
員
と
し
て
、
郷
土
愛
護
の

大
任
を
遂
行
し
、
町
民
の
期
待
に

応
え
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　
消
防
団
は
、
火
災
・
災
害
発
生

時
、
昼
夜
を
問
わ
ず
現
場
に
急
行

し
、
災
害
現
場
の
最
前
線
で
活
動

す
る
。
そ
の
活
動
中
の
冷
静
な
行

動
と
的
確
な
判
断
は
日
頃
の
厳
し

い
訓
練
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
そ
の
訓

練
は
規
律
か
ら
操
法
技
術
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
そ
の
厳
し

い
訓
練
に
よ
り
町
民
の
「
安
全
・

安
心
」
が
守
ら
れ
て
い
る
。

　
最
近
は
、
高
齢
化
に
よ
り
単
身

の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
。

火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
町

民
も
家
庭
で
の
防
火
対
策
を
起
点

に
、
我
が
家
、
そ
し
て
地
域
へ
と

防
火
の
輪
を
広
げ
、
消
防
団
員
と

地
域
が
ひ
と
つ
に
な
り
、「
無
火

災
」
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
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誓い新たに
「安全・安心」を守る勇士たちの
誓い新たに 2013年綾町消防団

活動スタート
写真：
（上）消防団員が中央通りを行進する様子
（右下）発水競技に挑む団員
（左下）発水競技で目標にホースを向ける団員の真剣な眼差し

★会場では綾町赤十字奉仕団による炊きだし訓練も行われ、参加者・見学者
に豚汁などが振るまわれた。

年
頭
に
誓
う
「
無
火
災
」

「
消
防
始
め
式
」
開
催

年
頭
に
誓
う
「
無
火
災
」

「
消
防
始
め
式
」
開
催

競技終了後の一斉放水では観客
から歓声がわきあがっていた。

優　勝

第２位

第３位

第３部

第７部

第５部

南麓

宮原

麓・北麓・久木野々

★消防始め式★

～平成25年度　綾町消防団員募集～

★表彰★

第５部 部　長 田中　直樹

県知事表彰

◆募集資格◆

初期消火 福岡裕二・千紗　様

綾町長感謝状

第３部

第７部

第８部

本　部

部　長

部　長

部　長

部　長

功績章

精績章

〃

〃

落合　優二

長友　正明

児島　洋行

新宮領　政義

県消防協会長表彰

他　団長表彰8人、精勤賞11人　表彰

地域はあなたの
チカラを待っています!!

～町民みなさんへのお願い～

消防団は、その地域に住んでいる人や働いている

人たちによって構成される消防機関です。平素は

一人ひとりがそれぞれの仕事を持ちながら、“自

分たちのまちを、自分たちの手で守りたい”とい

う郷土愛護の精神で、地域の安全・安心を守るた

めに活動している人たちが集まっている消防機

関の一つです。団員は、火災発生時の消火活動、

地震や風水害などの災害発生時の救助・救出活

動、警戒巡視、防災活動など地域住民の生命や財

産を守るために活躍しています。また、女性消防

団員は、火災予防や地域防災などの広報・啓発活

動などを主に消防団各種行事への参加、災害発

生時の後方支援などを行っています。

★綾町消防団では2月3日まで防火夜警を
行っています。まだまだ暖房器具を使用する機
会も多く、空気も乾燥しているので火の取り扱いに

は十分注意してください。

★火災から尊い命を守るためには、いち早く火災に

気づいて避難することが重要です。平成23年から

住宅用火災警報器の設置が義務づけ
られています。「大切な家族の命を守る警報
器」です。まだ設置していない家庭は必ず設置して

ください。

・町内に居住する年齢18歳以上45歳未満の人

◆問い合わせ先◆
詳しくは、お近くの消防団員または

総務税政課消防管財係（TEL.77-1112）まで

お問い合わせください。

内助の功 中武　尚美

県消防協会長感謝状

第一般協力者

団長感謝状
南麓自治公民館　様

（有）高妻造園　様
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チン グン

　「
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
」の

魅
力
を
発
信
す
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
の
運
行
が
始
ま
っ
た
。バ
ス
の
側

面
と
後
部
に「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
　
日
本
の
森
か
ら
世
界
の

森
へ
」と
表
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

西
都
市
の
写
真
家
・
黒
木
一
明
さ
ん

が
撮
影
し
た
照
葉
樹
林
の
写
真
や

綾
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
も
り
り
ん
の
イ
ラ
ス
ト
も
載

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
19
日
、Ｊ
Ｒ
宮
崎
駅
西

口
高
速
バ
ス
乗
り
場
で
行
わ
れ
た

出
発
式
に
は「
も
り
り
ん
」も
登
場

し
て
運
行
の
安
全
を
祈
願
、乗
客
に

は
日
向
夏
ド
リ
ン
ク「
綾
夏
ち
ゃ

ん
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
は
宮
崎―

福
岡
間
を
走

る
宮
崎
交
通
の
高
速
バ
ス
で
、今
年

の
12
月
ま
で
１
日
１
往
復
す
る
。

エ
コ
パ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
用
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
運
行
開
始

九
州
各
地
で
綾
の
魅
力
発
信
!!
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２ 

映画「エクレール お菓子放浪記」 
綾町上映決定！！ 

　２月に、映画「エクレール・お菓子放浪記」が、綾町で上映されることが決定しました。この映画

は、様々な出会いと別れを繰り返し、戦中・戦後を必死に生き抜いていく一人の孤児の少年の姿を通

して、いわば、お菓子への憧れを平和への希望にまで昇華したとも言うべき作品で、人と人との支え

あい、温かさを感じさせてくれる映画です。 

　原作は、小説家・西村　滋の自伝的作品「お菓子放浪記」。読む者に静かな感動を与え続け、初版

依頼35年にもわたって読み継がれるロングセラーになっています。 

　また、映画には、吉井一肇、林　隆三、遠藤憲一、高橋恵子、いしだあゆみ、などといったベテラ

ン俳優が出演し、映画に厚みを加えています。 

　この映画は宮城県石巻市をメインロケ地として撮影が行われました。ロケ地となった宮城県を含む

東日本大震災の被災地では、今なお全国各地から支援の手が差しのべられていますが、復興には、ま

だまだ多くの時間と支援が必要とされています。 

　今回の映画収益の一部は、被災地の復興支援に充てさせていただくことになっていますので、多く

の町民の皆さんに鑑賞いただき、支えあう人の心の優しさを感じていただきたいと思います。映画を

通し、復興支援の輪がさらに広がっていくことを願います。 

 

映画「エクレール・お菓子放浪記」綾町上映  
■ と　き　 2月13日（水曜日） 
　 　　　　①午後１時30分～、②午後7時～ 
　 　　　　※開場は各30分前 

■ ところ　 綾町文化ホール  
■ 鑑賞料　 一　　般　1,000円 
　 　　　　 小中高生　　800円 

※この上映会は、映画「エクレール・お菓子放浪記」宮崎県上映推進委員会（名誉会長/河野俊嗣県知事）の呼びかけ

　で、県内各地の行政区で取り組まれているチャリティ上映会です。 

　綾町では、映画「エクレール・お菓子放浪記」綾町上映実行委員会（名誉会長/綾町長）が主催となって開催します。 

問い合わせ先 / 福祉保健課　TEL.77－1114
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　この条例は、廃棄物（ごみ）の排出抑制や再利用（リサイクル）の促進・適正処理、生活環
境の清掃の保持を推進し、町民の健康で快適な生活を確保することを目的としています。 

　今回、墓地使用の利便性向上と墓地使用者が安心して使用できるようにするために、 
条例の一部を改正しました。 

①一般廃棄物（ごみ）の排出抑制や分別の徹底、適正な処理に関して、町及び事業者並びに町民の
責任を明確にしています。 
②一般廃棄物（ごみ）の集積場所から、資源ごみ（ペットボトルや空き缶類）を許可された人以外の
人が持ち去ることを禁止し、持ち去った場合には、文書による命令、その命令に従わない場合20
万円以下の罰金が科せられます。 
　また、持ち去る人を発見した時は、通報していただくように規定しています。 
③町民の皆さんが、住宅解体や移転、火災等で多量の一般廃棄物（ごみ）をエコクリーンプラザみ
やざきに搬入するときは、必ず役場への申請が必要となります。 
　これは、産業廃棄物と間違われないためにするもので、申請を基に役場とエコクリーンプラザみ
やざきとの間で事前調整を行い、町民の皆さんが、ごみ搬入の際に円滑に搬入できるようにする
ために行うものです。 
④空き缶・空き瓶等の散乱防止のため、町民、事業者、町外からの入り込み客全ての人を対象に、ご
みの持ち帰りなどを規定しています。 
⑤動物の死体をエコクリーンプラザみやざきに搬入するときは、これまで無料としていましたが、
動物愛護法による飼養者の管理責任や近隣市町との調整の結果、4月1日より焼却処分するとき
は2,625円（収骨する場合は3,675円）の料金を支払うことになります。 

①墓地の使用者が、高齢者又は障がい者で、歩行困難若しくは要介護の認定を受けていて、承継者
（相続人等）がいない場合は、町との契約により、墓地の除草作業等の管理を、町がその人に代わ
って行えることとしました。この場合は受託料を支払うことになりますが、特別の事情等があれ
ば減免や免除することができます。 
②合葬墓を設置いたします。これは、錦原公園墓地の使用者が不明となり無縁墓地となった時や将
来無縁墓地となる恐れのある時に、その墓地の焼骨の管理をこの合葬墓で管理していくものです。 
③その他、条例には弾力的な条文を追加するなど、使用に関して分り易く整備したところです。 

「綾町廃棄物の減量及び適正処理に関する条例」が 
平成25年4月1日より施行されます。 

　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年間に国民年金保険料を納めていただくこと
で満額の老齢基礎年金を受給することができます。 
　しかしこの間に、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れにより国民
年金の資格期間がない場合には、将来の年金が少なくなったり、年金そのものが受給できなくなって
しまうことがあります。 
　このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、時効で納めることができなかった国民年
金保険料を納めることができる期間が、過去2年から過去10年に延長となる後納制度が、平成24年
10月1日 から始まりました。 
　具体的には、平成14年10月分以降 の納められなかった保険料を納めることができるようになり
ました。（ただし、既に老齢基礎年金を受給している方や65歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお
持ちの人は納めることができませんので、ご注意ください。） 
　なお、後納保険料を納付するためには、事前にお申し込みいただき審査が必要です。審査の結果に
よっては、後納制度をご利用いただけない場合がありますのでご了承ください。 
　詳しくは、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」または、お近くの年金事務所へお問い合わせくだ
さい。 
 
後納保険料を納付できる期間：平成24年10月1日から平成27年9月30日までの3年間 

受付時間
　　月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分

　　　　　　第２土曜日　午前9時30分～午後4時00分  

ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後7：00まで延長 
祝日、12月29日～1月3日はご利用いただけません。 

※ ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は、全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 
　 ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。  

※ 050（一部）の電話、070の電話からおかけになる場合はつながりませんので、「03」の番号へおかけください。　 

※「03」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。  

※「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していますので、
　おかけ間違いにはご注意ください。  
 

ナビダイヤル　1 0570－011－050 
（または、1 03－6731－2015） 

※お問い合わせの際は、基礎年金番号のわかるものをご用意ください。 

綾町をさらに住みよいまちにするために 国民年金保険料の納付期限の延長「後納制度」について 

「綾町公園墓地の設置」及び 
「管理に関する条例の一部改正」について 

◆お問い合わせ先◆ 

～今後も引き続き、住みよい環境づくりを推進するために皆さんのご理解とご協力をお願いします。～ 

条例の重要なポイント！ 

条例の重要なポイント！ 

時効で納めることができなかった国民年金保険料について、 
過去10年分まで納めることができる後納制度をご利用ください。 
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子育て支援センター 
Childcare Support

177-1154

２月の行事・イベント 

1月10日までに、届出のあった子どもさんです。 

掲載を希望されない方は、出生届の際にお申し出ください。 

［男］ 

［男］ 

［女］ 

［男］ 

［男］ 

［男］ 

H24.12. 3生 

H24.12. 8生 

H24.12.13生 

H24.12.18生 

H24.12.21生 

H24.12.31生 

てるは図書館 
Library Information

177-0180

２月の行事・イベント 

【一般書】 
●本屋さんで本当にあった心温まる物語 
●拉致と決断 
●病気を遠ざける！魚の缶詰レシピ 
●井村屋さんのあずき日和　 
●日本全国ご当地スーパー掘り出しの逸品 
●旅猫リポート 
●歓喜の仔  上・下 
●けさくしゃ 
●まりしてん 千代姫  
【児童書】 
●弁当づくりで身につく力 
●日本の神さま絵図鑑  ２ 
●かいじゅうのさがしもの 
●りんちゃんともちもち星人 
●グレッグのダメ日記  ７ 
●パンやのろくちゃん　だからね 
●ふゆってどんなところなの？ 

２月の休館日 １日（金）、  毎週月曜日 

■子ども映写会 
16日（土）午後2時30分～3時5分 
「ぼくチロ！ てがみがほしい」 

図書館の開館時間 
火・木・金曜日…午前9時～午後6時 
水曜日……………午前9時～午後8時30分 
土・日・祝日……午前9時～午後5時 

■おはなし会 
毎週土曜日  午後2時～2時30分 

　平成24年 12月 16日に、図書館まつりを開催しました。たくさんの人に来ていただき、
賑やかな1日となりました。ありがとうございました。 

 読書感想画・感想文コンクール展 
　綾町の各保育所・幼稚園・小学校・中学校にご協力を
いただき、読書感想画・感想文コンクールを実施しました。
そこで、感想画（保育所・幼稚園児が対象）の全応募作品、
感想文（小･中学生が対象）の入賞作品を展示します。 
　大人とは違う感受性や表現力に驚くことも多いと思い
ます。ぜひご覧ください。 
　また、感想文の入賞者は公民館大会において表彰いた
します。 
■展示期間　　２月２日（土）～24日（日） 
　　　　　　　（図書館の休館日を除く） 
■展示場所　　図書館中央展示スペース 

 図書館からのお願い 

　図書館は、赤ちゃんから高齢者まで、いろいろ
な人が利用する施設です。インフルエンザや胃腸
炎などに感染している人は、感染拡大防止のため、
図書館のご利用をお控えください。 

有川  浩/著 
天童 荒太/著 
畠中  恵/著 
山本 兼一/著 

 
 
 

富安 陽子/作 
令丈 ヒロ子/作 
ジェフ キニー/作 

１日（金）わくわく広場 
■と　き／午前9時30分～11時30分 
■ところ／子育て支援センター 
■内　容／豆まき 
※みんなの健康を願って豆まきをします。 
　かわいい鬼さんたちも遊びに来るかも？ 
 
６日（水）親子教室「コアラ」 
■と　き／午前9時30分～11時30分 
■ところ／子育て支援センター 
■内　容／ひな人形つくり 
※ひな祭りに手づくりのおひな様を飾ってみませんか？ 
　材料は準備します。 

13日（水）誕生会 
■と　き／午前10時～11時30分 
■ところ／子育て支援センター 
■内　容／２月生まれの誕生会を開きます。 
※対象者にはハガキでお知らせします。 
　ハガキが届かない人はご連絡ください。 
 
20日（水）ゆったり子育て教室 
■と　き／午前9時30分～11時30分 
■ところ／子育て支援センター 
■内　容／さくら餅づくり 
※おひな様のお祝いの一品に加えてみませんか？ 
・エプロンと三角巾をご持参ください。 
・事前の申し込みをお願いします。 
 
 

　１～２歳にかけて、ことばがどんどん出てく
るようになります。はじめは一語文ですが、その
一語のなかにたくさんの思いが含まれています。
　例えば、子どもをトイレに誘って「いや」と言
われたとき、その「いや」が「さっき行ったからい
や」なのか、「今は出ないからいや」なのか、「いや」
に含まれる子どもの思いを読み取ることが必要
です。その思いを保護者が代弁したり共感した
りすることで、子どもとの信頼関係を築くこと
ができます。
　また、保護者が「あやまろうね」「あいさつしよ
うね」などといくら言っても、子どもが保護者の
言っていることを理解していないと、ただのお
うむ返しになってしまいます。「○○ちゃん、泣
いているね。どうしてかな？」と気づかせたり、
保護者があいさつをするようすを見せたりする
ことで、子どもは少しずつことばと動作を結び
つけていきます。
　また、子どもは大人の話すことをよく聞いて
いてまねをするので、普段からことばづかいに
は気をつけましょう。　　　　　　

「12月の誕生会」 
綾中学校吹奏楽部のみなさんが、お祝いに素敵な曲を 

プレゼントしてくれました！ 

河合 琥太ちゃん 

野� 皓太ちゃん 

長友 亜樹ちゃん 

亀山 晴咲ちゃん 

満森 柊磨ちゃん 

小原 愛翔ちゃん 

（かわい　こうた） 

（のざき　こうだい） 

（ながとも　あき） 

（かめやま　はるさ） 

（みつもり　とうま） 

（おばら　まなと） 

保護者：将史さん［昭和］ 

保護者：博文さん［宮原］ 

保護者：純一さん［南麓］ 

保護者：聡さん［古屋］ 

保護者：哲也さん［古屋］ 

保護者：貴浩さん［神下］ 

図書館まつりを開催しました！ 

本のリサイクル市 
　たくさんの本や
雑誌などを無料で
お持ち帰りいただ
きました。寄贈し
てくださったみな
さん、ありがとう
ございました。 
 
リース作り 
　クリスマスのリ
ース作りをしまし
た。みなさん上手
に作っていました。 
 

きょうりゅう教室 
　たかし　よいち先生
に講演をしていただ
きました。最後には、
先生が所有されてい
る恐竜の卵の化石に
触れ、一緒に記念写
真も撮影しました。 
 
昔話語り会 
　宮崎語り手の会「お
はなし　さんぽ道」の
那須道子先生と「西
米良村語り部の会」
のみなさんに語って
いただきました。 

もりりんも来たよ！ 

来てくれて

ありがとう♪

ことばの発達をサポートする！ ことばの発達をサポートする！ 
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177-1154

２月の行事・イベント 
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［女］ 
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H24.12.18生 

H24.12.21生 
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Library Information
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健康センター 
Health Information

177-0195有機農業開発センター 
Agriculture

177-0100

21日（木） 

22日（金） 

　毎月5日と15日は、「森林
セラピー体験の日」です。町
民向けのセラピーを実施して
います。是非ご参加ください。 
【内 容】 
◎Ａコース（定員20人）川中公園コース 
◎Ｂコース（定員10人）綾神社周辺コース 
・時　　間／ 午前9時30分～正午 
・集合場所／ 役場裏駐車場 
・参 加 料／ 一人　500円 
＊参加料は低料金となっています。 
＊ご家族での参加や職場、地域からの団体参加も歓迎します。 
＊内容については、変更も可能です。また、上記日程以外でもセ
　ラピーは開催できます。但し、３日前までにお申し込みください。 

森林セラピーを 
体験してみませんか？ 
森林セラピーを 
体験してみませんか？ 

【問い合わせ・申込先】  農林振興課内 
　森林セラピー推進協議会事務局 
　TEL（直）７７-０１００　担当：長峰 

カンガルークラブ（昼） 
■とき／2月7日（木）午前9時30分～ 
■対象／妊婦 
 
乳児相談（おっぱい・育児相談） 
■とき／2月8日（金）午後1時～ 
■対象／乳児と母親 
 
3.6歳児健康診査 
■とき／2月14日（木）  
■対象／平成21年6・7・8月生 
　　　　および未受診者 
 
幼児歯科健診 
■とき／2月18日（月）午後1時～ 
■対象／平成21年12月生 
　　　　平成22年1・6・7・12月生 
　　　　平成23年1・12月生 
　　　　平成24年1月生 
 
カンガルークラブ（夜） 
■とき／2月22日（金）午前7時30分～ 
■対象／妊婦とその夫 
 
※対象者には個別に通知します。 
※上記はすべて健康センターで行います。 

綾町歯科健康ドックについて 
 

　平成24年度に40歳50歳60歳70歳になる方
は、今年度綾町歯科ドックの対象者です。受診券
が送付されていますので早めに受診してください。
（実施期間は2月28日までです。） 

検診・相談 

フレッシュ健診を受診しよう！  
　20歳から 39歳までの人を対象に、フレッシュ
健診を行います。ぜひ、この機会に自分の体の状態
をチェックしてみてください。 
　なお、受診人数に限りがありますので、お早めに
申し込みください。  
と　き　３月12日（火）　午前8時15分から 
対　象　町内在住の20歳～39歳の人 
料　金　500円 
内　容　問診、身体測定、身体診察、血圧、血液検査等 
申込先　健康センター　　ＴＥＬ　77-0195 
 
＊申し込みをされた人には、健診日前までに問診票等を
　送付します。 
 

高病原性鳥インフルエンザを 
予防するために  
　昨年度、家きんの飼養農場においては、本病の発生
はありませんでしたが、今年に入り中国、台湾、ベト
ナム等近隣諸国において、散発的に発生が認められて
おり、依然として海外からの渡り鳥によってウイルス
が侵入する可能性は高いと思われます。 
　つきましては、この伝染病の発生を防止するため、
以下のことに気をつけて飼育して下さい。 
 
①着替えの徹底  

　鶏舎の出入り時の作業服の着替え、長靴の履

き替えを徹底すること。  

②人・車両の立入制限  

　部外者の農場への立入を制限すること。入場さ

せる場合には、日時や氏名等を記録するとともに、

専用長靴や専用服への着替えを実施すること。  

③消毒の徹底  

　農場（鶏舎）出入口の車両の確実な消毒と鶏

舎周辺の消毒薬による徹底した消毒を行うこと。  

④野鳥等野生生物の侵入防止  

　野鳥等の野生生物の畜舎への侵入防止対策を

徹底すること。  

１．防鳥ネットの整備等により野鳥の畜舎への

　侵入を防止する  

２．防鳥ネットに破れがないかなど野鳥等の侵

　入防止対策を点検する  

３．畜舎周囲に穀類等のエサや生ゴミ等の野生

　動物を誘引するものを置かず、清潔を保つ  

⑤給水用の水の消毒  

　給水用の水は原則として水道水を使用し、そ

の他の水を使用する場合は消毒を行うこと。  

⑥疾病の早期発見、早期通報の徹底  

　家畜の健康観察を徹底し、異常家畜を見つけ

たら、直ちに獣医師又は最寄りの家畜保健衛生所、

役場農林振興課に通報してください。  

  

● 問い合わせ先 ● 

宮崎家畜保健衛生所　　TEL.0985－73－1377 

綾町役場農林振興課　　TEL.0985－77－0100 

宮崎県中部農林振興局　TEL.0985－26－7280 

鶏を飼養している皆さんへ 
資材の配布などを実施します 
 
　鶏を飼養されている方につきましては、今後、国内、
県内において鳥インフルエンザが発生した場合の情報
の連絡や、防疫に係る資材の配布などを実施させてい
ただきますので、綾町役場農林振興課（TEL77-0100）
まで、氏名、住所、電話番号、飼養されている鶏の種
類、飼養羽数を報告していただきますようお願いいた
します。 

あなたの大切な家畜たち
其の命を守れるのはあなたです 

毎月20 日は、 
「県内一斉消毒の日」です。 
畜舎等の消毒を徹底しましょう！ 

家畜防疫で最も重要なのは、 

「発生予防」と「早期発見・通報」です！ 

生活習慣病の予防は、早く始めることが有効なため 
綾町では若い人たちの健診を積極的に行っています 

1日（金） 

5日（火） 

6日（水） 

7日（木） 

8日（金） 

12日（火） 

13日（水） 

14日（木） 

18日（月） 

19日（火） 

19日（火） 

20日（水） 

21日（木） 

22日（金） 

26日（火） 

27日（水） 

　28日（木） 

古　屋 

中　堂 

東中坪 

上　畑 

西中坪 

尾　立 

四　枝 

神　下 

立　町 

南　麓 

宮　原 

揚　町 

麓 

杢　道 

二反野 

宮　谷 

北　麓 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午後1時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 



13 aya style 12aya style

健康センター 
Health Information

177-0195有機農業開発センター 
Agriculture

177-0100

21日（木） 

22日（金） 

　毎月5日と15日は、「森林
セラピー体験の日」です。町
民向けのセラピーを実施して
います。是非ご参加ください。 
【内 容】 
◎Ａコース（定員20人）川中公園コース 
◎Ｂコース（定員10人）綾神社周辺コース 
・時　　間／ 午前9時30分～正午 
・集合場所／ 役場裏駐車場 
・参 加 料／ 一人　500円 
＊参加料は低料金となっています。 
＊ご家族での参加や職場、地域からの団体参加も歓迎します。 
＊内容については、変更も可能です。また、上記日程以外でもセ
　ラピーは開催できます。但し、３日前までにお申し込みください。 

森林セラピーを 
体験してみませんか？ 
森林セラピーを 
体験してみませんか？ 

【問い合わせ・申込先】  農林振興課内 
　森林セラピー推進協議会事務局 
　TEL（直）７７-０１００　担当：長峰 

カンガルークラブ（昼） 
■とき／2月7日（木）午前9時30分～ 
■対象／妊婦 
 
乳児相談（おっぱい・育児相談） 
■とき／2月8日（金）午後1時～ 
■対象／乳児と母親 
 
3.6歳児健康診査 
■とき／2月14日（木）  
■対象／平成21年6・7・8月生 
　　　　および未受診者 
 
幼児歯科健診 
■とき／2月18日（月）午後1時～ 
■対象／平成21年12月生 
　　　　平成22年1・6・7・12月生 
　　　　平成23年1・12月生 
　　　　平成24年1月生 
 
カンガルークラブ（夜） 
■とき／2月22日（金）午前7時30分～ 
■対象／妊婦とその夫 
 
※対象者には個別に通知します。 
※上記はすべて健康センターで行います。 

綾町歯科健康ドックについて 
 

　平成24年度に40歳50歳60歳70歳になる方
は、今年度綾町歯科ドックの対象者です。受診券
が送付されていますので早めに受診してください。
（実施期間は2月28日までです。） 

検診・相談 

フレッシュ健診を受診しよう！  
　20歳から 39歳までの人を対象に、フレッシュ
健診を行います。ぜひ、この機会に自分の体の状態
をチェックしてみてください。 
　なお、受診人数に限りがありますので、お早めに
申し込みください。  
と　き　３月12日（火）　午前8時15分から 
対　象　町内在住の20歳～39歳の人 
料　金　500円 
内　容　問診、身体測定、身体診察、血圧、血液検査等 
申込先　健康センター　　ＴＥＬ　77-0195 
 
＊申し込みをされた人には、健診日前までに問診票等を
　送付します。 
 

高病原性鳥インフルエンザを 
予防するために  
　昨年度、家きんの飼養農場においては、本病の発生
はありませんでしたが、今年に入り中国、台湾、ベト
ナム等近隣諸国において、散発的に発生が認められて
おり、依然として海外からの渡り鳥によってウイルス
が侵入する可能性は高いと思われます。 
　つきましては、この伝染病の発生を防止するため、
以下のことに気をつけて飼育して下さい。 
 
①着替えの徹底  

　鶏舎の出入り時の作業服の着替え、長靴の履

き替えを徹底すること。  

②人・車両の立入制限  

　部外者の農場への立入を制限すること。入場さ

せる場合には、日時や氏名等を記録するとともに、

専用長靴や専用服への着替えを実施すること。  

③消毒の徹底  

　農場（鶏舎）出入口の車両の確実な消毒と鶏

舎周辺の消毒薬による徹底した消毒を行うこと。  

④野鳥等野生生物の侵入防止  

　野鳥等の野生生物の畜舎への侵入防止対策を

徹底すること。  

１．防鳥ネットの整備等により野鳥の畜舎への

　侵入を防止する  

２．防鳥ネットに破れがないかなど野鳥等の侵

　入防止対策を点検する  

３．畜舎周囲に穀類等のエサや生ゴミ等の野生

　動物を誘引するものを置かず、清潔を保つ  

⑤給水用の水の消毒  

　給水用の水は原則として水道水を使用し、そ

の他の水を使用する場合は消毒を行うこと。  

⑥疾病の早期発見、早期通報の徹底  

　家畜の健康観察を徹底し、異常家畜を見つけ

たら、直ちに獣医師又は最寄りの家畜保健衛生所、

役場農林振興課に通報してください。  

  

● 問い合わせ先 ● 

宮崎家畜保健衛生所　　TEL.0985－73－1377 

綾町役場農林振興課　　TEL.0985－77－0100 

宮崎県中部農林振興局　TEL.0985－26－7280 

鶏を飼養している皆さんへ 
資材の配布などを実施します 
 
　鶏を飼養されている方につきましては、今後、国内、
県内において鳥インフルエンザが発生した場合の情報
の連絡や、防疫に係る資材の配布などを実施させてい
ただきますので、綾町役場農林振興課（TEL77-0100）
まで、氏名、住所、電話番号、飼養されている鶏の種
類、飼養羽数を報告していただきますようお願いいた
します。 

あなたの大切な家畜たち
其の命を守れるのはあなたです 

毎月20 日は、 
「県内一斉消毒の日」です。 
畜舎等の消毒を徹底しましょう！ 

家畜防疫で最も重要なのは、 

「発生予防」と「早期発見・通報」です！ 

生活習慣病の予防は、早く始めることが有効なため 
綾町では若い人たちの健診を積極的に行っています 

1日（金） 

5日（火） 

6日（水） 

7日（木） 

8日（金） 

12日（火） 

13日（水） 

14日（木） 

18日（月） 

19日（火） 

19日（火） 

20日（水） 

21日（木） 

22日（金） 

26日（火） 

27日（水） 

　28日（木） 

古　屋 

中　堂 

東中坪 

上　畑 

西中坪 

尾　立 

四　枝 

神　下 

立　町 

南　麓 

宮　原 

揚　町 

麓 

杢　道 

二反野 

宮　谷 

北　麓 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午後1時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 

午前9時30分～ 
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税のひろば 
Tax Information

177-1113町税係 

２　月 
日　付 地　区　名 受 付 時 間 場　　所 日　付 地　区　名 受 付 時 間 場　　所 

３　月 

所得税の申告書は自分で書いてお早めに！ 

　平成24年中（平成24.1.1 ～平成24.12.31）の収入に基づく住民税の申告を行います。この申告をもとに、
住民税や国民健康保険税を計算します。また、申告されなかった場合は、保育所入所、公営住宅の入居、介護
保険、奨学資金貸付などに必要な証明書の発行ができない場合があります。申告もれのないように必ず期限内
に申告しましょう。 
 
● 所得税・住民税の申告期間　　２月18日（月）から  ３月15日（金） 
 
● 申告しなければならない人 

　平成25年１月１日現在、町内に住んでいるすべての人は、収入の有無にかかわらず申告が必要です。 
ただし、前年中（平成24年1月～12月）の所得が給与所得のみで年末調整を済まされた人や、平成24年分
の確定申告書を税務署に提出される人は、申告の必要はありませんが、次に該当する人は申告が必要です。 
　◇ 給与所得以外に所得があった人 
　◇ 給与所得の人でも、医療費控除や雑損控除を受けようとする人 
 
● 移動申告受付をご利用ください 

　移動申告受付を行います。該当する日時に必要書類を持参のうえお越しください。なお、申告期間の後半は
混雑が予想されます。都合のつく人は地区指定の期日に申告してください。 
【申告時に必要なもの】 
　① 所得の決定、経費の算定に必要な書類（帳簿・源泉徴収票・経費の領収書・固定資産税の納税通知書など） 
　② 生命保険、企業年金、地震保険、障害保険支払証明書、国民年金・国民健康保険税納入証明書 
　③ 印鑑、国民健康保険証 
　　※国民年金及び国民健康保険税等の納入証明の提示もしくは添付が必ず必要です。 

e-Tax（国税電子申告・納税システム）を是非ご利用ください 

所得税・消費税・贈与税の申告記載会場を開設します 

所得税・住民税の申告はお早めに 

　平成24年分の所得税の確定申告記載会場が開設されます。 
　確定申告は「所得税の確定申告の手引き」を参考に、昨年１年間の所得と税額を正しく計算して記載し、早
めに申告と納税を行ってください。確定申告書の提出は郵送でも結構です。 
　 
　　開設日：2月18日（月）から3月15日（金）まで 

［土・日曜日は除く。ただし、2月24・3月3日（日）は開設します。］ 
　　会　場：カリーノ宮崎 
 

※申告期限期限間近になりますと窓口は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合がありますので、 
　早めにお越しください。 
 
 
 

 
 
　e-Tax は自宅や事務所からインターネットを利用して申告、納税、申請・届出等の手続きができるシステム
です。利用に当たっては、事前に利用開始のための手続きが必要です。 
　詳しくはホームページをご覧ください。 
 

e-Tax に関する情報 （e-Taxホームページ）  
http://www.e-tax.nta.go.jp 

 
 
 
 
 
　宮崎税務署による所得税・消費税・贈与税の申告記載会場が開設され、還付申告に関する記載相談、申告書
の受付が行われます。 
　※無料駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 
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（火） 
 

（水） 
 

（木） 
 

（金） 
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倉 輪  
二 反 野  
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上 畑  
古 屋  
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尾 立  
四 枝  

全地区対象 
 
昭和・割付 
中 堂  

宮 原  
 
北 麓  
　 麓 　  
　

麓
　  

 

立 町  
東 中 坪  

全地区対象 
 
揚 町  
 
神 下  
 
西 中 坪  
 
南 麓  
 
 
 
 
 
 
全地区対象 

倉 輪 公 民 館  
二反野公民館 
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杢 道 公 民 館  
久木野々公民館 
上 畑 公 民 館  
尾 原 公 民 館  
宮 谷 公 民 館  
尾 立 公 民 館  
 
 
 
 
 
役 場 会 議 室  
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● 平成24年分 所得税・住民税申告受付日程表　 

※ 

※ 

※ 日曜日に申告相談会場を開設します。 
２月24日、３月３日（時間、場所は表内を参照ください） 

混雑が予想されるため、主に、平日仕事などで来られない人を対象に
受付を行いますので、ご協力をお願いします。 

税務署からのお願い （所得税・消費税・贈与税について） 

町 税 係 か ら の お 願 い （所得税・住民税について） 

記載内容 
 

所得税  
消 費 税  
贈 与 税  
 

税理士会 
による 
無料相談 

受　付　期　間 

2 月18日（月）～3 月15日（金） 
時 間　午前９時～午後４時 
土・日曜日は除く。ただし、2月24・3月3日（日）は開設します。 カリーノ宮崎（９階） 

 
宮崎中央郵便局　横 

2月1日（金）～2月15日（金） 
時 間　午前９時～11時 / 午後１時～３時 
土・日曜日、祝日は除く。 
 

場　　所 
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２　月 
日　付 地　区　名 受 付 時 間 場　　所 日　付 地　区　名 受 付 時 間 場　　所 

３　月 
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● 所得税・住民税の申告期間　　２月18日（月）から  ３月15日（金） 
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　平成25年１月１日現在、町内に住んでいるすべての人は、収入の有無にかかわらず申告が必要です。 
ただし、前年中（平成24年1月～12月）の所得が給与所得のみで年末調整を済まされた人や、平成24年分
の確定申告書を税務署に提出される人は、申告の必要はありませんが、次に該当する人は申告が必要です。 
　◇ 給与所得以外に所得があった人 
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所得税・消費税・贈与税の申告記載会場を開設します 

所得税・住民税の申告はお早めに 

　平成24年分の所得税の確定申告記載会場が開設されます。 
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めに申告と納税を行ってください。確定申告書の提出は郵送でも結構です。 
　 
　　開設日：2月18日（月）から3月15日（金）まで 

［土・日曜日は除く。ただし、2月24・3月3日（日）は開設します。］ 
　　会　場：カリーノ宮崎 
 

※申告期限期限間近になりますと窓口は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合がありますので、 
　早めにお越しください。 
 
 
 

 
 
　e-Tax は自宅や事務所からインターネットを利用して申告、納税、申請・届出等の手続きができるシステム
です。利用に当たっては、事前に利用開始のための手続きが必要です。 
　詳しくはホームページをご覧ください。 
 

e-Tax に関する情報 （e-Taxホームページ）  
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　宮崎税務署による所得税・消費税・贈与税の申告記載会場が開設され、還付申告に関する記載相談、申告書
の受付が行われます。 
　※無料駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 
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11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00 

11:00 

16:00

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

● 平成24年分 所得税・住民税申告受付日程表　 

※ 

※ 

※ 日曜日に申告相談会場を開設します。 
２月24日、３月３日（時間、場所は表内を参照ください） 

混雑が予想されるため、主に、平日仕事などで来られない人を対象に
受付を行いますので、ご協力をお願いします。 

税務署からのお願い （所得税・消費税・贈与税について） 

町 税 係 か ら の お 願 い （所得税・住民税について） 

記載内容 
 

所 得 税  
消 費 税  
贈 与 税  
 

税理士会 
による 
無料相談 

受　付　期　間 

2 月18日（月）～3 月15日（金） 
時 間　午前９時～午後４時 
土・日曜日は除く。ただし、2月24・3月3日（日）は開設します。 カリーノ宮崎（９階） 

 
宮崎中央郵便局　横 

2月1日（金）～2月15日（金） 
時 間　午前９時～11時 / 午後１時～３時 
土・日曜日、祝日は除く。 
 

場　　所 



17 aya style 16aya style

綾町のお知らせ＆情報［2月］ 
Aya Information-February

     ◎
水
質
検
査
日
／
2
月
26
日
（
火
） 

※
検
査
手
数
料
　
5
，2
5
0
円
 

　
検
査
を
希
望
す
る
人
は
25
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
建
設
課
上
下

水
道
係
1
77
‐
3
4
6
7
（
直
通
） 

    　
就
職
フ
ェ
ア
で
は
、
地
元
で
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
県
内
約

1
0
0
社
の
企
業
担
当
者
か
ら

説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◎
と
き
／
2
月
22
日
（
金
） 

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
30
分
 

（
受
付
）
午
後
12
時
〜
 

◎
会
場
／
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

◎
参
加
対
象
者
／
一
般
求
職
者
・

今
春
学
校
（
中
学
を
除
く
）
卒
業

予
定
者
 

※
な
お
、
来
春
以
降
大
学
等
卒
業

予
定
者
（
中
・
高
生
除
く
）
も
参

加
で
き
ま
す
。 

◎
参
加
費
／
無
料
 

※
履
歴
書
は
不
要
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
宮
崎
労
働
局

職
業
安
定
課
1
38
‐
8
8
2
3
 

    　
交
通
災
害
共
済
は
、
町
村
で
組

織
し
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
取

扱
を
し
て
い
る
制
度
で
、
自
動
車
・

航
空
機
・
定
期
旅
客
船
・
バ
ス
・

自
転
車
な
ど
、
国
内
で
交
通
事
故

に
あ
わ
れ
た
人
に
対
し
、
死
亡
見

舞
金
や
障
害
見
舞
金
、
通
院
日
数

に
応
じ
た
見
舞
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。 

　
申
込
書
は
、
各
地
区
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
掛
金
を
添
え
て
、
役
場

窓
口
ま
た
は
、
郵
便
局
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

◎
共
済
期
間
／
平
成
25
年
4
月

1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
 

◎
共
済
掛
金
／
 

１
人
当
た
り
年
額
５
０
０
円
 

◎
申
込
期
間
／
3
月
29
日（
金
）ま
で
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
生
活
課
 

1
77
‐
3
4
6
5
 

     　
2
月
17
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
終
了

後
に
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
バ
ザ
ー
の
益
金
は
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
 

2
月
15
日
（
金
）
ま
で
 

■
受
付
窓
口
／
 

●
役
場
福
祉
保
健
課
　
 

　
2
77
‐
1
1
1
4
 

●
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里
 

　
2
77
‐
3
0
6
6
 

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 

　
2
77
‐
2
0
0
5
 

●
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー
 

　
2
77
‐
1
1
3
3
 

     　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、 

①
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
 

②
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
 

③
相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
に
納

得
が
い
か
な
い
 

④
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
 

な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。 

◎
と
き
／
2
月
22
日
（
金
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で
 

◎
と
こ
ろ
／
 

綾
町
公
民
館
2
階
　
会
議
室
 

◎
相
談
員
／
福
留
　
清
人
 

※
な
お
、
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎

行
政
評
価
事
務
所
（
T
E
L
24
‐

1
1
0
0
）
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
税
政
課

1
77
‐
1
1
1
2
 

  

  　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
、
心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。 

◎
と
き
／
2
月
22
日
（
金
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
公
民
館
 

◎
担
当
者
／
 

綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
川
 
上
 
和
 
子
 

（
宮
崎
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課
長
） 

※
常
駐
人
権
相
談
所
開
設
 

　
当
日
以
外
で
も
、
宮
崎
地
方
法

務
局
（
T
E
L
22
‐
5
1
2
4
）

で
は
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
ま
で
随
時
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
生
活
課

1
77
‐
3
4
6
5
 

      　
平
成
25
年
度
の
奨
学
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

◎
対
象
者
／
 

●
綾
町
居
住
者
 

●
有
能
な
資
質
が
あ
り
、
向
学
心

に
富
み
、
心
身
共
に
健
全
で
あ

る
者
 

●
保
護
者
に
各
種
の
税
、
料
金
の

滞
納
が
無
い
こ
と
（
保
護
者
の

所
得
証
明
書
添
付
） 

◎
保
証
人
／
 

●
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む

者
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
者
 

●
年
齢
が
奨
学
資
金
返
還
終
了
時

点
で
、
満
65
歳
以
内
の
者
 

●
各
種
の
税
、
料
金
の
滞
納
が
無

い
者
 

◎
貸
付
金
／
 

●
大
学
生
（
短
大
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
を
含
む
） 

　
月
額
3
0
，0
0
0
円
 

●
私
立
高
校
生
 

　
月
額
2
5
，0
0
0
円
 

●
公
立
高
校
生
 

　
月
額
2
0
，0
0
0
円
 

●
通
学
費
貸
付
（
高
校
生
） 

　
月
額
1
0
，0
0
0
円
 

※
奨
学
資
金
と
は
重
複
で
き
な
い
 

◎
返
済
／
 

●
無
利
子
 

●
貸
付
終
了
の
6
カ
月
後
か
ら
、

貸
付
期
間
の
2
倍
の
期
間
で

返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◎
提
出
書
類
／
奨
学
生
願
書
・
奨

学
生
推
薦
調
書
・
前
年
分
所
得
証

明
書
 

※
入
学
支
度
金
貸
付
（
綾
小
中
学

校
に
入
学
前
に
2
0
，0
0
0

円
程
度
を
貸
付
、
入
学
後
に
就
学

援
助
費
で
返
済
、
保
証
人
不
要
。）

を
新
設
し
ま
し
た
。 

◎
申
込
期
間
／
1
月
7
日
（
月
）

〜
3
月
22
日
（
金
） 

◎
申
し
込
み
先
／
教
育
総
務
課
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
総
務
課

1
77
‐
1
1
8
3
 

    　
60
歳
以
上
の
人
で
、
自
宅
で

の
生
活
が
不
安
な
人
や
、
身
体
機

能
の
低
下
に
よ
り
食
事
つ
く
り
な

ど
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。 

　
い
つ
で
も
見
学
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
説

明
を
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
担
当

者
が
お
伺
い
し
ま
す
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
郵
送
も
可
能
で
す
。
詳
細

は
施
設
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

◎
入
居
料
金
／
18
段
階
設
定
 

（
個
人
の
収
入
に
応
ず
） 

例
…
年
間
収
入
90
万
以
下
の
人

月
額
5
6
，6
3
0
円
（
食
費
込

み
、
敷
金
無
し
）
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
　
う
る
お
い
の
里

（
担
当
　
植
田
・
野
村
） 

1
77
‐
3
0
6
6
 

    　
高
年
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
、
地
域
間
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
心
豊
か
に
生
き
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
「
宮
崎

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

◎
開
催
日
／
 

5
月
19
日
（
日
）
〜
20
日
（
月
） 

◎
と
こ
ろ
／
種
目
に
よ
り
異
な
り

ま
す
 

◎
参
加
資
格
／
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
人
（
昭
和
29
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
） 

◎
申
込
期
間
／
 

2
月
1
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
） 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／

　
福
祉
保
健
課
福
祉
係
 

1
77
‐
1
1
1
4
（
直
通
） 

   　
平
成
25
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
入
会
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
事
項
を
確

認
さ
れ
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

＊
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
昼
間
、
保
護

者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
の
た

め
に
放
課
後
、
家
庭
で
面
倒
を
見

ら
れ
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
（
放

課
後
児
童
）
に
、
児
童
館
や
役
場

裏
公
園
で
健
全
な
遊
び
な
ど
を
通

し
て
、
健
や
か
な
発
達
を
促
す
た

め
に
町
が
平
成
７
年
か
ら
開
設
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

◎
対
象
児
童
／
小
学
1
年
生
か

ら
3
年
生
ま
で
の
児
童
 

◎
開
設
期
間
／
平
成
25
年
4
月

1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
 

◎
活
動
時
間
／
 

下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
 

※
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
、

ま
た
は
学
校
行
事
振
替
な
ど
の
休

校
日
は
午
前
8
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
。 

◎
申
し
込
み
先
／
役
場
ま
た
は
児

童
館
で
「
入
会
申
込
書
」、「
勤
務

（
自
営
）
証
明
書
」
を
受
け
取
り

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
児
童
館

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
申
込
期
限
／
2
月
12
日
（
火
）

〜
3
月
9
日
（
土
） 

◎
そ
の
他
／
傷
害
保
険
料
、
教
材

費
（
実
費
）
及
び
お
や
つ
代
は
、

保
護
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
学
校

休
業
日
な
ど
は
、
お
弁
当
が
必
要

で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

福
祉
保
健
課
1
77
‐
1
1
1
4
 

児
童
館
　
　
1
77
‐
1
2
7
9
 

    　
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◎
と
き
／
3
月
5
日
（
火
）・

6
日
（
水
）
午
後
7
時
30
分
〜
 

◎
と
こ
ろ
／
て
る
は
ド
ー
ム
 

◎
参
加
資
格
／
綾
町
在
住
者
 

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
 

◎
チ
ー
ム
編
成
／
 

●
Ａ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
 

　
６
人
制
で
コ
ー
ト
内
は
男
女
混
合
 

●
Ｂ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部
 

　
４
人
制
で
男
女
お
よ
び
年
齢
制

　
限
な
し
 

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
行
政
相
談
 

特
設
人
権
相
談
 

綾
町
育
英
会
奨
学
生
募
集
 

冬
の
み
や
ざ
き
就
職
フ
ェ
ア
 

開
催
 

交
通
災
害
共
済
加
入
の
 

ご
案
内
 

福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
！
 

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
 

入
居
者
募
集
 

「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
 

 
２
０
１
３
」
参
加
者
募
集
 

平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
 

会
員
募
集
 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

＆
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
 

参
加
者
募
集
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綾町のお知らせ＆情報［2月］ 
Aya Information-February

     ◎
水
質
検
査
日
／
2
月
26
日
（
火
） 

※
検
査
手
数
料
　
5
，2
5
0
円
 

　
検
査
を
希
望
す
る
人
は
25
日
（
月
）

ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
建
設
課
上
下

水
道
係
1
77
‐
3
4
6
7
（
直
通
） 

    　
就
職
フ
ェ
ア
で
は
、
地
元
で
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
県
内
約

1
0
0
社
の
企
業
担
当
者
か
ら

説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◎
と
き
／
2
月
22
日
（
金
） 

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
30
分
 

（
受
付
）
午
後
12
時
〜
 

◎
会
場
／
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

◎
参
加
対
象
者
／
一
般
求
職
者
・

今
春
学
校
（
中
学
を
除
く
）
卒
業

予
定
者
 

※
な
お
、
来
春
以
降
大
学
等
卒
業

予
定
者
（
中
・
高
生
除
く
）
も
参

加
で
き
ま
す
。 

◎
参
加
費
／
無
料
 

※
履
歴
書
は
不
要
で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
宮
崎
労
働
局

職
業
安
定
課
1
38
‐
8
8
2
3
 

    　
交
通
災
害
共
済
は
、
町
村
で
組

織
し
た
特
別
地
方
公
共
団
体
で
取

扱
を
し
て
い
る
制
度
で
、
自
動
車
・

航
空
機
・
定
期
旅
客
船
・
バ
ス
・

自
転
車
な
ど
、
国
内
で
交
通
事
故

に
あ
わ
れ
た
人
に
対
し
、
死
亡
見

舞
金
や
障
害
見
舞
金
、
通
院
日
数

に
応
じ
た
見
舞
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。 

　
申
込
書
は
、
各
地
区
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
掛
金
を
添
え
て
、
役
場

窓
口
ま
た
は
、
郵
便
局
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

◎
共
済
期
間
／
平
成
25
年
4
月

1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
 

◎
共
済
掛
金
／
 

１
人
当
た
り
年
額
５
０
０
円
 

◎
申
込
期
間
／
3
月
29
日（
金
）ま
で
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
生
活
課
 

1
77
‐
3
4
6
5
 

     　
2
月
17
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
終
了

後
に
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
バ
ザ
ー
の
益
金
は
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
バ
ザ
ー
用
品
受
付
／
 

2
月
15
日
（
金
）
ま
で
 

■
受
付
窓
口
／
 

●
役
場
福
祉
保
健
課
　
 

　
2
77
‐
1
1
1
4
 

●
ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里
 

　
2
77
‐
3
0
6
6
 

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 

　
2
77
‐
2
0
0
5
 

●
高
年
者
研
修
セ
ン
タ
ー
 

　
2
77
‐
1
1
3
3
 

     　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、 

①
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
 

②
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
 

③
相
談
し
て
み
た
が
、
説
明
に
納

得
が
い
か
な
い
 

④
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
 

な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。 

◎
と
き
／
2
月
22
日
（
金
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で
 

◎
と
こ
ろ
／
 

綾
町
公
民
館
2
階
　
会
議
室
 

◎
相
談
員
／
福
留
　
清
人
 

※
な
お
、
相
談
は
、
総
務
省
宮
崎

行
政
評
価
事
務
所
（
T
E
L
24
‐

1
1
0
0
）
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
税
政
課

1
77
‐
1
1
1
2
 

  

  　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
、
心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。 

◎
と
き
／
2
月
22
日
（
金
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
公
民
館
 

◎
担
当
者
／
 

綾
町
人
権
擁
護
委
員
　
川
 
上
 
和
 
子
 

（
宮
崎
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課
長
） 

※
常
駐
人
権
相
談
所
開
設
 

　
当
日
以
外
で
も
、
宮
崎
地
方
法

務
局
（
T
E
L
22
‐
5
1
2
4
）

で
は
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
ま
で
随
時
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
生
活
課

1
77
‐
3
4
6
5
 

      　
平
成
25
年
度
の
奨
学
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

◎
対
象
者
／
 

●
綾
町
居
住
者
 

●
有
能
な
資
質
が
あ
り
、
向
学
心

に
富
み
、
心
身
共
に
健
全
で
あ

る
者
 

●
保
護
者
に
各
種
の
税
、
料
金
の

滞
納
が
無
い
こ
と
（
保
護
者
の

所
得
証
明
書
添
付
） 

◎
保
証
人
／
 

●
保
護
者
と
は
別
の
生
計
を
営
む

者
で
、
原
則
と
し
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
者
 

●
年
齢
が
奨
学
資
金
返
還
終
了
時

点
で
、
満
65
歳
以
内
の
者
 

●
各
種
の
税
、
料
金
の
滞
納
が
無

い
者
 

◎
貸
付
金
／
 

●
大
学
生
（
短
大
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
を
含
む
） 

　
月
額
3
0
，0
0
0
円
 

●
私
立
高
校
生
 

　
月
額
2
5
，0
0
0
円
 

●
公
立
高
校
生
 

　
月
額
2
0
，0
0
0
円
 

●
通
学
費
貸
付
（
高
校
生
） 

　
月
額
1
0
，0
0
0
円
 

※
奨
学
資
金
と
は
重
複
で
き
な
い
 

◎
返
済
／
 

●
無
利
子
 

●
貸
付
終
了
の
6
カ
月
後
か
ら
、

貸
付
期
間
の
2
倍
の
期
間
で

返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◎
提
出
書
類
／
奨
学
生
願
書
・
奨

学
生
推
薦
調
書
・
前
年
分
所
得
証

明
書
 

※
入
学
支
度
金
貸
付
（
綾
小
中
学

校
に
入
学
前
に
2
0
，0
0
0

円
程
度
を
貸
付
、
入
学
後
に
就
学

援
助
費
で
返
済
、
保
証
人
不
要
。）

を
新
設
し
ま
し
た
。 

◎
申
込
期
間
／
1
月
7
日
（
月
）

〜
3
月
22
日
（
金
） 

◎
申
し
込
み
先
／
教
育
総
務
課
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
総
務
課

1
77
‐
1
1
8
3
 

    　
60
歳
以
上
の
人
で
、
自
宅
で

の
生
活
が
不
安
な
人
や
、
身
体
機

能
の
低
下
に
よ
り
食
事
つ
く
り
な

ど
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。 

　
い
つ
で
も
見
学
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
説

明
を
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、
担
当

者
が
お
伺
い
し
ま
す
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
郵
送
も
可
能
で
す
。
詳
細

は
施
設
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

◎
入
居
料
金
／
18
段
階
設
定
 

（
個
人
の
収
入
に
応
ず
） 

例
…
年
間
収
入
90
万
以
下
の
人

月
額
5
6
，6
3
0
円
（
食
費
込

み
、
敷
金
無
し
）
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
　
う
る
お
い
の
里

（
担
当
　
植
田
・
野
村
） 

1
77
‐
3
0
6
6
 

    　
高
年
者
の
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
、
地
域
間
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
心
豊
か
に
生
き
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
「
宮
崎

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

◎
開
催
日
／
 

5
月
19
日
（
日
）
〜
20
日
（
月
） 

◎
と
こ
ろ
／
種
目
に
よ
り
異
な
り

ま
す
 

◎
参
加
資
格
／
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
の
人
（
昭
和
29
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
） 

◎
申
込
期
間
／
 

2
月
1
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
） 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／

　
福
祉
保
健
課
福
祉
係
 

1
77
‐
1
1
1
4
（
直
通
） 

   　
平
成
25
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
入
会
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
事
項
を
確

認
さ
れ
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

＊
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
昼
間
、
保
護

者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
の
た

め
に
放
課
後
、
家
庭
で
面
倒
を
見

ら
れ
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童
（
放

課
後
児
童
）
に
、
児
童
館
や
役
場

裏
公
園
で
健
全
な
遊
び
な
ど
を
通

し
て
、
健
や
か
な
発
達
を
促
す
た

め
に
町
が
平
成
７
年
か
ら
開
設
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

◎
対
象
児
童
／
小
学
1
年
生
か

ら
3
年
生
ま
で
の
児
童
 

◎
開
設
期
間
／
平
成
25
年
4
月

1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
 

◎
活
動
時
間
／
 

下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
 

※
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
、

ま
た
は
学
校
行
事
振
替
な
ど
の
休

校
日
は
午
前
8
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
。 

◎
申
し
込
み
先
／
役
場
ま
た
は
児

童
館
で
「
入
会
申
込
書
」、「
勤
務

（
自
営
）
証
明
書
」
を
受
け
取
り

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
児
童
館

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
申
込
期
限
／
2
月
12
日
（
火
）

〜
3
月
9
日
（
土
） 

◎
そ
の
他
／
傷
害
保
険
料
、
教
材

費
（
実
費
）
及
び
お
や
つ
代
は
、

保
護
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
学
校

休
業
日
な
ど
は
、
お
弁
当
が
必
要

で
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

福
祉
保
健
課
1
77
‐
1
1
1
4
 

児
童
館
　
　
1
77
‐
1
2
7
9
 

    　
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◎
と
き
／
3
月
5
日
（
火
）・

6
日
（
水
）
午
後
7
時
30
分
〜
 

◎
と
こ
ろ
／
て
る
は
ド
ー
ム
 

◎
参
加
資
格
／
綾
町
在
住
者
 

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
 

◎
チ
ー
ム
編
成
／
 

●
Ａ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
 

　
６
人
制
で
コ
ー
ト
内
は
男
女
混
合
 

●
Ｂ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部
 

　
４
人
制
で
男
女
お
よ
び
年
齢
制

　
限
な
し
 

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
行
政
相
談
 

特
設
人
権
相
談
 

綾
町
育
英
会
奨
学
生
募
集
 

冬
の
み
や
ざ
き
就
職
フ
ェ
ア
 

開
催
 

交
通
災
害
共
済
加
入
の
 

ご
案
内
 

福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
！
 

綾
町
ケ
ア
ハ
ウ
ス
 

入
居
者
募
集
 

「
宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
 

 
２
０
１
３
」
参
加
者
募
集
 

平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
 

会
員
募
集
 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

＆
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
 

参
加
者
募
集
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◎
申
し
込
み
先
／
参
加
料（
安
全

保
険
料
1
チ
ー
ム
1
，0
0
0
円
）

を
添
え
て
、
て
る
は
ド
ー
ム
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

◎
申
込
締
切
日
／
2
月
22
日
（
金
） 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

て
る
は
ド
ー
ム
 

1
77
‐
1
1
1
5
 

      ◎
募
集
人
数
／
若
干
名
 

◎
待
遇
／
正
職
員
（
夜
勤
の
出
来

る
人
） 

◎
性
別
／
問
わ
な
い
 

◎
資
格
／
で
き
れ
ば
経
験
者
 

◎
年
齢
／
55
歳
以
下
 

※
詳
細
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

管
理
者
（
河
野
・
森
山
） 

1
30
‐
7
8
5
5
 

     

      　
綾
町
公
民
館
大
会
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 

◎
と
き
／
 

2
月
17
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
 

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
文
化
ホ
ー
ル
 

◎
主
な
内
容
／
表
彰
式
、
意
見
・

実
践
発
表
・
講
演
 

〈
講
師
〉
河
　
合
　
博
　
司
　
氏
 

（
酪
農
学
園
大
学
地
域
環
境
学
科
教
授
） 

〈
演
題
〉『
小
さ
い
か
ら
こ
そ
輝
く

自
治
体
』
の
時
代
を
切
り
拓
く
力

と
ロ
マ
ン
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
教
育
課
 

1
77
‐
1
1
8
3
 

   　
初
春
を
飾
る
「
綾
雛
山
ま
つ
り
」

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。 

町
内
に
約
20
カ
所
の
雛
山
が
制

作
さ
れ
、
毎
年
好
評
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家

族
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◎
と
き
／
2
月
23
日
（
土
）
〜

3
月
3
日
（
日
） 

◎
と
こ
ろ
／
中
央
商
店
街
ほ
か
 

◎
催
し
物
／
能
楽
・
大
正
琴
演
奏

他
 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
綾
町
商
工
会

1
77
‐
0
0
1
7
 

   ◆
展
示
会
 

【
雛
山
ま
つ
り
写
真
展
】 

◎
期
間
／
1
日（
金
）〜
13
日（
水
）

◎
内
容
／
過
去
の
雛
山
の
写
真
を

展
示
し
ま
す
。 

【
Ｒ
Ｕ
Ｉ
☆
工
房 

展
示
会
】 

◎
期
間
／
15
日（
金
）〜
21
日（
木
）

◎
内
容
／
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
展
示
。 

◆
雛
山
ま
つ
り
特
別
出
店
 

　
雛
山
展
示
、雛
山
カ
フ
ェ
、綾
ふ

れ
あ
い
館
特
製
菱
餅
と
、ハ
ン
ド

メ
イ
ド
綾
に
よ
る
農
産
加
工
品
の

販
売
を
行
い
ま
す
。 

◎
期
間
／
2
月
23
日
（
土
）
〜

3
月
3
日
（
日
） 

■
問
い
合
わ
せ
先
／
 

綾
ふ
れ
あ
い
館
　
 

1
30
‐
7
2
7
0

第
13
回
　
綾
雛
山
ま
つ
り
 

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報（
２
月
） 

綾
町
公
民
館
・
社
会
福
祉
・
 

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会・ 

公
民
館
ブ
ロ
ッ
ク
別
セ
ミ
ナ
ー
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
コ
ス
モ
ス
苑
」 

小
規
模
多
機
能
施
設「
ア
ミ
ー
チ
ェ
」 

綾
町
育
英
会
 

12
月
5
日
〜
1
月
４
日
受
付
分
 

【
一
般
寄
付
】 

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
） 

立
元 

雅
子
／
金
一
封
（
宮
崎
市
） 

 

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

12
月
7
日
〜
1
月
7
日
受
付
分
 

【
忌
明
寄
付
】 

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
） 

　
木 

政
巳
／
 ミ
ヤ
子
（
四
枝
） 

今
吉 

ヒ
サ
子
／
武
美
（
四
枝
） 

 【
一
般
寄
付
】 

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
） 

綾
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会
長
永
山 

英
男
／
竹
ぼ
う
き
他
 

栄
福 

満
男
／
野
菜
（
上
畑
） 

松
本 

義
忠
／
金
一
封
（
宮
原
） 

前
田 

晃
一
／
果
物
（
南
麓
） 

吐
師 

保
／
野
菜
（
宮
原
） 

田
淵 

民
男
／
野
菜
（
尾
立
） 

清
水 

良
男
／
遊
具
（
東
中
坪
） 

外
山 

国
夫
／
野
菜
（
立
町
） 

※
野
菜
な
ど
は
各
福
祉
施
設
で
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運

動
の
お
礼
 

　
12
月
1
日
よ
り
行
い
ま
し

た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運

動
」
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
、

小
・
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
、
高

年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
地
域
婦

人
連
絡
協
議
会
、
赤
十
字
奉
仕

団
、
民
生
・
児
童
委
員
の
皆
様

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
町
内
の
福
祉
施
設
・
ね
た
き

り
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
慰
問
活
動
の
ほ
か
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
人
へ
お
せ
ち

料
理
の
お
届
け
な
ど
様
々
な
福

祉
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
町
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い

お
気
持
ち
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

宮
崎
県
共
同
募
金
会
 

綾
町
共
同
募
金
委
員
会
 

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
  

善
意
の
寄
付
・
寄
贈 

﹇
敬
称
略
﹈
 

あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

みなさまのあたたかい善意に感謝いたします。

イ
ベ
ン
ト・催
し
物
 

町
内
求
人
案
内（
福
祉
） 
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書
道

　

﹁
俳
句
﹂

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
生
涯
学
習
教
室
、
各
講

座
を
受
講
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
綾
の
子
供
た
ち

が
製
作
し
た
作
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　晩
秋
初
冬
の
こ
ろ
、
稀
に
快
晴
無
風
の
暖
か
い
日
に
恵
ま

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
小
春
日
和
で
あ
る
。
そ
ん
な
穏
や
か
な

一
日
を
そ
ら
豆
の
芽
立
ち
で
捉
え
た
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
。

綾
小
学
校
、
綾
中
学
校
の
生
徒
が
、
書
初
め
等
で
書
い
た

書
道
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
教
室
）「
俳
句
」
受
講
生
の
作
品

新
宮
領

　航
輔
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

竹
内

　爽
花
さ
ん
（
立
町
地
区
）

そ
ら
豆
の
芽
の
出
始
め
し
小
春
か
な

中
村

　敦
子
（
揚
町
地
区
）

　川
柳
風
の
味
わ
い
だ
が…

…

。
か
っ
て
親
し
く
交
遊
の

あ
っ
た
人
。
共
ど
も
老
境
に
入
り
、
今
で
は
年
に
一
度
年
賀

状
を
交
わ
す
だ
け
の
間
柄
に
。
人
の
世
の
常
。

　風
景
は
具
体
的
で
読
者
に
よ
く
見
え
る
。
赤
み
を
帯
び
た

残
照
の
川
面
を
名
残
惜
し
そ
う
に
つ
が
い
や
親
子
の
鴨
が
寄

り
添
っ
て
羽
を
休
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
旅
の
た
め

に
。

一
年
を
賀
状
で
交
す
友
に
な
り

山
元

　俊
子
（
麓
地
区
）

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
」
講
師
／
木
村

　蠻

﹁
短
歌
﹂

　
（
生
涯
学
習
教
室
）「
短
歌
」
受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
」
講
師
／
福
原

　美
江

残
照
に
映
る
川
面
に
旅
立
ち
の
間
近
き
鴨
は
寄
り
添
ひ
て
を
り

中
村

　桂
太
郎
（
揚
町
地
区
）

　床
屋
と
く
す
り
屋
が
並
ん
で
い
た
こ
こ
に
は
、
明
る
い
コ

ン
ビ
ニ
が
真
夜
中
ま
で
営
業
し
て
い
る
。
か
つ
て
の
町
並
み

が
急
変
し
た
こ
と
に
驚
く
と
同
時
に
郷
愁
も
感
じ
ら
れ
、
コ

ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
た
び
に
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
。

こ
こ
は
元
床
屋
く
す
り
屋
あ
っ
た
場
所
今
は
コ
ン
ビ
ニ
不
夜
城
の
ご
と

畠
中

　征
郎

　（古
屋
地
区
）

新
宮
領

　航
輔
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

竹
内

　爽
花
さ
ん
（
立
町
地
区
）

新
宮
領

　航
輔
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

山
本

　佳
奈
さ
ん
（
上
畑
地
区
）

菅
沼

　誠
紘
さ
ん
（
四
枝
地
区
）

新
宮
領

　航
輔
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

新
宮
領

　航
輔
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

山
本

　佳
奈
さ
ん
（
上
畑
地
区
）

菅
沼

　誠
紘
さ
ん
（
四
枝
地
区
）



21 aya style

　
１
月
６
日
、「
新
春
子
ど
も
駅

伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年

は
各
地
区
よ
り
15
チ
ー
ム
が
参
加

し
健
脚
を
競
い
あ
っ
た
。

　
大
会
当
日
は
快
晴
で
あ
っ
た

が
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
街

の
中
を
走
り
抜
い
た
。
沿
道
か
ら

は
多
く
の
あ
た
た
か
い
声
援
が
送

ら
れ
て
い
た
。

　
各
チ
ー
ム
は
各
地
区
の
小
中
学

生
か
ら
選
出
、
編
成
さ
れ
、
今
大

　

会
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
を
重

ね
て
き
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
大
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
市
町
対
抗
駅
伝
の
選

手
も
含
む
有
志
の
方
で
結
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
「
走
っ
て
み
ろ
会
」
も

オ
ー
プ
ン
参
加
で
一
緒
に
走
っ
た

（
最
終
区
間
は
前
田
町
長
が
ラ
ン

ナ
ー
を
務
め
た
）。

　
こ
の
大
会
を
通
し
、
各
チ
ー
ム

が
勝
利
へ
の
思
い
と
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
、互
い
の
「
絆
」
を
深
め
た
。

　
　
　
　
　

新
春
子
ど
も
駅
伝
大
会
開
催

タ
ス
キ
と
共
に
つ
な
ぐ
思
い

［まちの話題］Aya Town News

20aya style

優
勝
「
神
下
Ｂ
」
チ
ー
ム

準
優
勝
「
神
下
Ａ
」
チ
ー
ム

第
3
位
「
宮
原
」
チ
ー
ム

区
間
賞
入
賞
者

個人にあったプログラムを作成し、
治療に取り組んでいる

昨年オープンしたアトピー専門の施設。“エコエドゥセンター”全チームが一斉にスタートする様子

姉
妹
プ
ロ
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

地
域
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
交
流
！！

生
体
健
康
都
市
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
鎮
安
郡
の
新
た
な

取
り
組
み
「
エ
コ
・
エ
ド
ゥ
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン

綾
町
は
、

平
成
23
年
11
月
に

韓
国
鎮
安
郡
と

友
好
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す

今
後
の
予
定

問
い
合
わ
せ
先

第46回 綾町新春子ども駅伝大会記録

順 位 地 区 タイム
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

健闘賞

躍進賞

神下Ｂ

神下Ａ

宮　原

西中坪

麓　Ａ

昭　和

北　麓

麓　Ｂ

上　畑

南　麓

古　屋

杢　道

東中坪

宮谷・二反野

四枝・中堂

38：08

38：14

39：36

39：47

40：11

40：28

41：04

41：22

41：52

41：59

42：09

42：49

43：12

43：46

43：57

大 会 結 果

区 間 賞
区 間 名 前
第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

関山　侑希

岩本　健志

竹下　朋花

諸井　克哉

福田　梨々花

園田　碧海

中神　寿貴

森園　篤志

地 区
神下Ａ

神下Ａ

西中坪

神下Ａ

昭和

古屋

神下Ｂ

神下Ｂ

昭　和

北　麓

学 年
小６

小３

中２

中３

小６

中２

中２

小６

「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
動
き

　綾
プ
ロ（
綾
照
葉
樹
林

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）は
、官
民

学
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。日
本
で
は
、綾
プ
ロ

と
群
馬
県
赤
谷
プ
ロ（
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
二

つ
だ
け
で
、赤
谷
プ
ロ
は

【
官
】関
東
森
林
管
理
局

【
民
】赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
協
議
会【
学
】(

公
財)

日
本
自
然
保
護
協
会
が
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　綾
プ
ロ
は
、2
0
0
7

年
に
赤
谷
プ
ロ（
群
馬
県

み
な
か
み
町
）を
視
察
し

複
数
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
参
考

に
、「
地
域
づ
く
り
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」を
誕
生

さ
せ
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
の

活
動
も
今
年
で
6
年
目

を
迎
え
、着
実
に
綾
町
民

と
綾
プ
ロ
の
か
け
橋
と
し

て
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　昨
年
12
月
に
、初
め
て

1
年
先
輩
の
赤
谷
プ
ロ
が

綾
町
へ
視
察
に
訪
れ
た
。

綾
プ
ロ
で
は
ど
の
よ
う
に

市
民
が
関
わ
っ
て
い
る
の

か
知
る
た
め
に
、地
域
づ

く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
交
流
会
を
行
っ
た
。

　今
後
も
、互
い
に
交
流

を
深
め
な
が
ら
、1
0
0

年
先
ま
で
続
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

０
１
２
年
９
月
鎮
安
郡
に

ア
ト
ピ
ー
の
治
療
、研
究

を
目
的
と
し
た
施
設「
エ
コ
・
エ

ド
ゥ
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し

た
。長
期
滞
在
治
療
す
る
た
め
の

宿
泊
施
設
や
陶
芸
体
験
、個
々
に

合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
す
る
指

導
室
、講
義
ホ
ー
ル
、研
究
室
な
ど

が
完
備
さ
れ
て
い
る
。鎮
安
郡
に

は
す
で
に
ア
ト
ピ
ー
の
治
療
を
目

的
と
し
た
小
学
校
が
あ
り
、韓
国

内
で
ア
ト
ピ
ー
治
療
の
先
進
地
と

し
て
有
名
。鎮
安
郡
は
今
後
さ
ら

に
ア
ト
ピ
ー
治
療
の
分
野
を
推
進

し
、移
住
、観
光
、長
期
滞
在
促
進

の
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
く
と
の

こ
と
。過
去
に
例
の
無
い
取
り
組

み
を
始
め
た
鎮
安
郡
の
今
後
の
生

体
健
康
都
市
つ
く
り
に
期
待
し
た

い
。

２
月
15
日

　市
民
林
床
調
査
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

２
月
16
日

　照
葉
樹
の
森
で
木
こ
り

体
験
し
よ
う
！
（
募
集
は
終
わ
り
ま
し
た
）

２
月
24
日

　げ
ん
だ
ぼ
の
森「
冬
の

生
き
も
の
観
察
会
」

て
る
は
の
森
の
会

　T
E
L

　3
5̶

7
2
8
8

綾
川
荘
玄
丹
に
て
交
流
会

2
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順 位 地 区 タイム
1

2

3

4

5

6

7

8

9
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宮　原
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「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
動
き

　綾
プ
ロ（
綾
照
葉
樹
林

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）は
、官
民

学
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
。日
本
で
は
、綾
プ
ロ

と
群
馬
県
赤
谷
プ
ロ（
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
二

つ
だ
け
で
、赤
谷
プ
ロ
は

【
官
】関
東
森
林
管
理
局

【
民
】赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
協
議
会【
学
】(

公
財)

日
本
自
然
保
護
協
会
が
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　綾
プ
ロ
は
、2
0
0
7

年
に
赤
谷
プ
ロ（
群
馬
県

み
な
か
み
町
）を
視
察
し

複
数
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
参
考

に
、「
地
域
づ
く
り
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」を
誕
生

さ
せ
た
。ワ
ー
キ
ン
グ
の

活
動
も
今
年
で
6
年
目

を
迎
え
、着
実
に
綾
町
民

と
綾
プ
ロ
の
か
け
橋
と
し

て
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　昨
年
12
月
に
、初
め
て

1
年
先
輩
の
赤
谷
プ
ロ
が

綾
町
へ
視
察
に
訪
れ
た
。

綾
プ
ロ
で
は
ど
の
よ
う
に

市
民
が
関
わ
っ
て
い
る
の

か
知
る
た
め
に
、地
域
づ

く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
と
交
流
会
を
行
っ
た
。

　今
後
も
、互
い
に
交
流

を
深
め
な
が
ら
、1
0
0

年
先
ま
で
続
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

０
１
２
年
９
月
鎮
安
郡
に

ア
ト
ピ
ー
の
治
療
、研
究

を
目
的
と
し
た
施
設「
エ
コ
・
エ

ド
ゥ
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し

た
。長
期
滞
在
治
療
す
る
た
め
の

宿
泊
施
設
や
陶
芸
体
験
、個
々
に

合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
す
る
指

導
室
、講
義
ホ
ー
ル
、研
究
室
な
ど

が
完
備
さ
れ
て
い
る
。鎮
安
郡
に

は
す
で
に
ア
ト
ピ
ー
の
治
療
を
目

的
と
し
た
小
学
校
が
あ
り
、韓
国

内
で
ア
ト
ピ
ー
治
療
の
先
進
地
と

し
て
有
名
。鎮
安
郡
は
今
後
さ
ら

に
ア
ト
ピ
ー
治
療
の
分
野
を
推
進

し
、移
住
、観
光
、長
期
滞
在
促
進

の
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
く
と
の

こ
と
。過
去
に
例
の
無
い
取
り
組

み
を
始
め
た
鎮
安
郡
の
今
後
の
生

体
健
康
都
市
つ
く
り
に
期
待
し
た

い
。

２
月
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　市
民
林
床
調
査
ボ
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ン
テ
ィ
ア

２
月
16
日

　照
葉
樹
の
森
で
木
こ
り

体
験
し
よ
う
！
（
募
集
は
終
わ
り
ま
し
た
）

２
月
24
日

　げ
ん
だ
ぼ
の
森「
冬
の

生
き
も
の
観
察
会
」

て
る
は
の
森
の
会
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［まちの話題］Aya Town News

　今年も高年者クラブより、雑

巾、竹箒などが綾町に寄贈されま

した。寄贈された、雑巾などは、

役場、小中学校、町公民館など町

の施設に配布されました。

今後大切に利用させていただきま

す。ありがとうございました。

高年者クラブより
竹箒など贈呈

　退任された福山教育委員長の後

任として、森山喜代香氏（杢堂）

が就任されました。森山氏は現

在、宮崎県社会教育委員連絡協議

会会長としてもご活躍中です。

教育委員長に就任

　昨年10月9日、県中央地区グラウ

ンド・ゴルフ交歓大会が生目の杜運

動公園で開催されました。

　大会では日高治明さんがパート

優勝とダイヤモンド賞、平原美利さ

ん、和泉千代子さんが準優勝、甲斐

大光さんが3位、他3名も入賞と今

までで最多の7名の人が入賞され

ました。

　また男性参加最高齢の特別賞が

黒木助則さん（94歳）に授与されま

した。おめでとうございます。

受賞おめでとうございます

　昨年開催された各大

会で「あやキッズ陸上」

のみなさんが優秀な成

績をおさめられました。

おめでとうございます。

　今後ますますの活躍

に期待します。

●小2　男   80m　1位　山本達春
●小4　女  100m　2位　山本怜奈
●小3　女  100m　2位　山本愛実
●小2　女   80m　2位　山本彩夏

「あやキッズ陸上」　大会入賞報告

　昨年11月16日に宮崎市で開催

された宮崎県更生保護事業功労者

顕彰式典において、保護司として

永年ご活躍いただいています、青

山辰男さん（宮原地区）が「法務

大臣表彰」、中村時男さん（西中

坪地区）が「全国保護司連盟理事

長表彰」、日高正光さん（神下地

区）が「宮崎保護観察所長表彰」

をそれぞれ受賞されました。おめ

でとうございます。

保護司表彰

　NHKラジオ第 1の「ここはふる

さと旅するラジオ」の公開生放送

がありました。会場となった綾手

づくりほんものセンター前には、

100人を超える観客が集まり番組

を盛り上げていました。

　今回の放送で、ユネスコエコパー

クに登録された綾町が誇る、世界

最大級の照葉樹林や有機農業の取

り組み、森林セラピー、観光・スポー

ツキャンプ情報などを全国の視聴

者に向け、情報発信していました。

旅するラジオ～綾町から

　12月27日～29日にかけて「第

4 回ＡＹＡてるはカップ中学生柔

道冬期錬成会」が開催されました。

　本錬成会は、柔道の普及、発展、

競技力向上を目的として開催さ

れ、県内外・海外のチームとの親

善試合・柔道教室を通じ、チーム・

選手同士の交流にもつながってい

ます。

　今回は、「スリランカ」のチー

ムを含む 29チーム 300 人が参加

して行われました。

国際柔道交流会

　1月8日、綾町農業協同組合に

よるヤマメの放流がおこなわれま

した。

　放流されたのは綾北川（てるは

の森の宿陸上競技場前）と綾手づ

くり本ものセンター前の池で、約

2,800尾のヤマメが放流されまし

た。 

　この放流は魚族確保のためにこ

の時期に毎年実施されています。

放流されたヤマメたちは、元気に

泳いでいました。

ヤマメ放流

　昨年、12月15日、町内3つの公立

保育所の合同発表会が文化ホール

で開催されました。この日、子ども

たちは、合唱や合奏、ダンスなど、日

頃、練習してきた成果をかわいらし

い姿で発表しました。　　　　　

　また、年長児は、保育所最後の発

表会で力強い和太鼓演奏を披露し

ました。

　会場には早朝から大勢の保護者

らが訪れ、成長した子どもたちの姿

に、大きな拍手を送っていました。

保育所発表会

　1月6日～27日に綾ふれあい

館で、西都市三納の画家、「弥勅

祐徳」さん（93歳）の個展が開

催されました。

　会場には、綾町の豊かな自然

や、綾城などを描いた10号～

100号までの29点の油絵が展

示されていました。

　弥勅さんは、綾町を題材に

1987年から描きつづけてきて

おり、今回、綾町がユネスコエ

コパークに登録されたことを受

けて個展を開いたとのこと。

　弥勅さんは、「綾の自然、特に照葉

樹林に魅了され、必ず、そのの場所

に行きその自然を直接感ながら描き

ます。綾は、山に登らなくても、身

近に触れることができる素晴らしい

自然が多く、それが一番の魅力です。

特に、春の山桜、新緑の季節の綾町

が好きです」と綾の魅力について話

してくださいました。

森山喜代香氏プロフィール

●昭和38年1月1日～平成12年3月31日
　綾町役場勤務

●平成12年10月21日～平成16年10月20日
　綾町教育長（1期）

●平成19年4月1日～平成23年3月31日
　杢道地区公民館長
　自公連会長（２期）

◎寄贈
　●雑巾　598枚
　●竹箒　84本

［第27回宮崎県マスターズ陸上選手権大会］

●小4　女　100m　　2位　山本怜奈
●小5　男　走幅跳び　3位　林　航大
●小5　男　走幅跳び　6位　押川海斗
●小5　女　走幅跳び　5位　木下香乃
●リレー　女　4位
　木下、山本、内村、吉野

［第23回宮崎県小学生ジュニア陸上競技選手権大会］

●小2　男　80m　　　1位　山本達春
●小5　男　走幅跳び　1位　林　航大
●小5　女　走幅跳び　2位　木下香乃
●小4　女　100m　　2位　山本怜奈
●小3　女　100m　　 1位　山本愛実

［第65回宮崎市民体育大会］
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今月の表紙

「成人式」
編集後記

総数：7,286人（－17）／世帯数：2,888戸（－5）
男：3,411人（－4）／女：3,875人（－13）
［転入13人、転出25人、出生4人、死亡9人］

綾町は日本で最も美しい村連合に加盟しています。
また、平成24年7月11日に、ユネスコ エコパークに登録されました。

※（　）は前月比、現住人口調査平成25年1月1日現在

　最近、ますます寒さが厳しくなってきており、つい、室内にこもりき
りになってしまいがちです。先日、子ども駅伝大会を取材した際は、完
全防寒の大人に対し、子どもたちは体操服姿で元気にコースを駆け抜
けていました。さすが綾っ子（きっと、おいしい空気の中で、おいしい水
を飲んで、おいしい野菜を食べて育っているからこんなに元気なんだ
ろう…）！！
　私も、そんな元気な綾っ子たちの姿を見てパワーを分けてもらった
感じがしました。（担当：鶴田）

1月3日に開催された成人式
の様子。成人者たちは、一人
ひとり前田町長から成人証書
を受けとっていた。
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「フラワー・オブ・ザ・イヤー2012」切り花最優秀賞

“ラナンキュラス”に魅せられた
23年間の努力が花開く

話題のひと・ものを紹介

　綾町の錦原台地で“綾園芸”を営む草野修一さん（揚町地区）
が育種した「ラナンキュラス『ラックス・アリアドネ』」が昨年
12月に開催された、１年で最も話題性のある「花」を決める
ジャパンフラワーセレクションで「フラワー・オブ・ザ・イヤー
2012」に選ばれた。この花の名はギリシャ神話にちなんで
ネーミングされており、花弁がエナメルのように美しく光り
輝き、既存品種にない斬新さが評価された。
　草野さんは綾町でラナンキュラスの栽培を始めて23年に
なり、当初から、「地元の人達や町の支援もあり、神奈川に住ん
でいた時より農業がやりやすい」と思ったという。ラナンキュ
ラスの普及はサカタのタネの花の育種をしていた父の故・総
一さんの悲願。綾町で農場を開いてからは約300品種を育成
し、国内品種シェアは5割以上になる。また、世界でも高く評
価されており、昨年の５月に開催されたオランダの国際園芸
博覧会「フロリアード」では、球根類の３席を受賞している。
　長年オンリーワンの花の栽培に取り組んできた草野さん。
「今後はまだ一般的とは言えないラナンキュラスを日本の風
土に合った自生種とかけ合わせ改良しながら、たくさんの人
たちが楽しめる強い種の栽培にも取り組んでいきたい…そん
なに簡単ではないんですけどね。」と照れながら語った。
　2月末から開催される「綾雛山まつり」期間中には品種見本
園が一般公開される。今年は、ラックスシリーズの花がたくさ
ん見られるとのこと。今後もさらなる活躍を期待したい。
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★「綾園芸」は通常、花の販売は行っておりません。

プロフィール：草野修一（くさの しゅういち）
横浜市生まれ。父親の代から園芸農家を営む。農地の
拡大のため土地を探していた時、綾町の土地と出会
う。1990年に家族で綾町へ移住し現在に至る。

１．花の手入れをおこなう草野さん
２．今回「フラワーオブザイヤー」を受賞した品種
「ラックス・アリアドネ」
３．受賞報告のため役場を訪れた

★広報あや「Aya Style」3月号の配布日（各地区配付担当者への配付日）は、2月26日（火）の予定です。

１

2 3


